
一 般 質 問 通 告 書 
平成２６年第２回定例会 No.１   

順 位 質 問 者 質 問 事 項 要 旨 
答 弁 を 

求 め る 者 

１  高 田 豊 繁 １  若者定住・少子化対策につい

て 

(1) 若者定住促進条例を制定するとともに、そのための

総合基本計画を策定して、若者人口の減少対策及び少

子化対策を講じ、抜本的な解決を図る考えはないか。  

(2) 人口減少対策、特に少子化対策及び未婚者対策を積

極的に推進する考えはないか。  

(3) 連合青年団の活動を活性化するため、運営補助金を

増額するなどの有効な対策を講じる考えはないか。  

町 長 

 

 

町 長 

 

教 育 委 員 長 

２  障害児の療育環境の整備対策

について 

(1) 障害児の早期療育や支援体制を充実・強化するため、

現場に適任の職員を増員するとともに、送迎車両等を

配置して機動力を高め、療育環境を整備する考えはな

いか。 

町 長 

２  林  敏 治 １  農業振興対策について  (1) 古 里地 区畑 地か ん がい 事業 は、 今後 ど のよ うに 計

画・推進していく考えであるか。  

(2) 干ばつや台風被害を受け、さとうきびの生産量は史

上最低まで落ち込んだ。このため、生産者は大変厳し

い状況におかれているが、今後さとうきびの増産対策

をどう講じていく考えであるか。 

町 長 

 

町 長 

２  スポーツ振興対策について  (1) 本町のスポーツ振興を図るためには、競技力の向上

や指導者の育成が必要だと痛感されるが、現状をどの

ように認識し、具体的対策をどう講じていく考えであ

るか。 

町 長 

教 育 委 員 長 

３  供 利 泰 伸 １ 環境保全対策について  (1) 一般廃棄物処理手数料については、いつ頃に、どの

程度の料金改定を考えているか。また、リサイクルセ

ンターに山積みされている雑多な一般廃棄物の処理方

法を見直すことなどにより、処理の効率化は図れない

か。 

町    長  

 

 

 



一 般 質 問 通 告 書 
平成２６年第２回定例会 No.２   

順 位 質 問 者 質 問 事 項 要 旨 
答 弁 を 

求 め る 者 

   (2) 清掃センターの老朽化に伴う建て替え準備業務をど

う進めているか。 

(3) リサイクルセンター及び一般廃棄物最終処分場施設

周辺の景観整備をどう進める方針であるか。  

町    長  

 

町     長  

２  職員の資質向上対策について  (1) 意欲に満ちた職員を養成し町民サービスの向上を図

るためには、公平かつ定期的な人事異動を行うことが

肝要であると痛感されるが、どのような方針で進めて

いるか。 

(2) 職員の能力開発・資質向上を図るための具体的対策

をどう講じているか。 

町 長 

 

 

 

町 長 

４  野 口 靖 夫 １  寄附金制度の増額・活用対策

について 

(1) 財政事情が厳しい中で、寄附金の受皿であるサンゴ

礁 基 金 や ふ る さ と 納 税 制 度 を 生 か し て 受 入 額 を 増 や

し、それを島興しや人材育成に利活用していく必要性

が痛感される。特に、金の使途の企画・立案及び活用

方法いかんによっては更に増やすことは可能であり、

いかにして積極的かつ戦略的に実効性のある使い方が

できるかが課題であるが、町長はリーダーとしてどの

ように認識し、その増額・活用対策をどう講じていく

考えであるか。 

町 長 

２  観光振興対策について  (1) 本町の観光の現状と課題をどのように認識し、その

振興対策をどのように議論し、具体的対策をどう講じ

ていく考えであるか。 

(2) 整備中の多目的運動広場が完成した後は、スポーツ

合宿の誘致や修学旅行の誘致をどう進める方針である

か。 

町 長 

 

 

町 長 



一 般 質 問 通 告 書 
平成２６年第２回定例会 No.３   

順 位 質 問 者 質 問 事 項 要 旨 
答 弁 を 

求 め る 者 

５  町  俊 策 １  ヨロン島ファン感謝祭の成果

について 

(1) 去る６月７日 (土 )に練馬区民産業プラザで開催した

ヨロン島ファン感謝祭については、その費用対効果等

の成果をどのように認識しているか。  

町 長 

２  新役場庁舎の建設について  (1) 新庁舎だけは安全な場所に移転し、周辺市街地に勤

務・居住している町民は放置されてしまうことになら

ないか。  

(2) 新庁舎の整備は、津波・地震・台風等から住民を守

ることを第一に考えた上で、設計・施工すべきである

と痛感するが、町長はどう考えているか。  

町 長 

 

 

町 長 

 

３  スポーツ合宿誘致助成事業等

の導入について 

(1) 奄美市では観光・交流人口を増やすため、奄美満喫

ツアー助成事業として、商品造成助成、バスツアー支

援、イベント・コンベンション助成、学生スポーツ合

宿誘致助成、国内航空チャーター便支援、国内修学旅

行誘致助成を行っている。また、このような助成事業

は、長崎県の新上五島町や壱岐市などでも実施してい

る。遠距離の地にあって高い交通費がネックとなって

いる我が町でも検討する必要があると痛感されるが、

町長はどう考えているか。  

町 長 

４  県内大手量販店の島内進出に

ついて 

(1) 県内大手量販店の島内進出が計画されているが、商

売は自由競争であるとはいえ、まちの持続的な発展を

願う立場からは、既存の島内業者を守り支えていくこ

とも大変重要である。このため、店舗の規模の縮小や

取扱品目を制限することなどにより、双方の共存共栄

が図れるよう協定の締結等調整の必要性が痛感される

が、町長はこれをどのように認識し、どう対処してい

く考えであるか。 

町 長 

 

 

 



一 般 質 問 通 告 書 
平成２６年第２回定例会 No.４   

順 位 質 問 者 質 問 事 項 要 旨 
答 弁 を 

求 め る 者 

６  喜 山 康 三 １ 役場庁舎の建て替えについて  (1) 去る２月に役場庁舎の耐震診断結果が出たが、この

内容をどのように認識し、どう対処していく考えであ

るか。 

(2) 庁舎建設に関するアンケート調査は、移転を前提に

した設問になっている。庁舎位置は商店街の死活問題、

ひいては島の在り方にも重大な影響を与えるものであ

るが、検討委員会の委員の選任はどのような考えの下

にどのような手続きを経て行われたか。  

(3) 多目的運動広場の整備や消防無線デジタル化事業が

進められている一方で、新清掃センターの整備計画の

検討にも入っているが、町の財政計画はどうなってい

るか。また、新清掃センターの整備に係る着工までの

スケジュール等はどうなっているか。 

町 長 

 

 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

２  職員の異動・配置上の問題に

ついて 

(1) 職員の中途退職が相次いでいるが、その理由は何か。

また、ここ数年は多数の管理職等高年齢層の退職が続

くことになり、業務遂行に大きな支障を来さないか懸

念されるが、将来に向けた職員の採用と養成等の計画

はどのようになっているか。  

(2) 部署により正規職員と非正規職員の割合や配置世代

の偏りが見受けられるが、同じ部署に長く配置されて

いることに伴う弊害など、人事管理上の問題はないか。 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

 

３  妊娠、出産、子育て支援対策

について 

(1) 妊娠、出産、子育て支援については、より一層きめ

細かな支援策を講じるべきであると痛感されるが、具

体的対策をどう講じていく考えであるか。  

町 長 

７  麓  才 良 １  人材育成対策について  (1) 古今東西、三つ子の魂百までと言われるように、幼

児保育は人づくりの極めて重要な時期に当たる。本町 

町 長 



一 般 質 問 通 告 書 
平成２６年第２回定例会 No.５   

順 位 質 問 者 質 問 事 項 要 旨 
答 弁 を 

求 め る 者 

    のこども園の保育の現場においては、正規職員も臨時

職員も同じ業務に従事している中で、正規職員は島外

での研修に参加できる機会もあるが、臨時職員の場合

はそうした機会に恵まれないといった現実がある。積

極的に研修講師を招へいして、町内において研修会を

開 催し 、 職 員だ け に と どま ら ず 参加 を 希 望 する 保 護

者・一般町民も受講できるようにして、関係者の資質

向上を図る考えはないか。なお、同様のことは、他の

分野でも考えられることから、町内において住民も参

加しやすい研修会や講習等を開催する仕組みは構築で

きないか。 

(2) 「東洋の海に浮かび輝やく一個の真珠」とうたわれ

た本町の海洋の特性をいかし、Ｂ＆Ｇ施設を利用した

専門的な人材による研修を島ぐるみで体系的に実施す

る考えはないか。また、このことは、青少年の健全育

成にも大いに寄与するものと思われることから、積極

的に推進する考えはないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 委 員 長 

 


